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第 110回 薬学教育協議会 病院・薬局実務実習近畿地区調整機構委員会 議事録（確定） 

 

日 時：2021 年 4 月 21 日（水）18:00～19：50 

場 所：WEB 会議（Zoom） 

出席予定者： 

大阪府病院薬剤師会 竹上 学、土井克彦 京都府病院薬剤師会 四方敬介、友金幹視 

兵庫県病院薬剤師会 室井延之、矢野育子、槇本博雄 滋賀県病院薬剤師会 山川雅之、早川太朗 

奈良県病院薬剤師会 奥野智之、小川恵美子 和歌山県病院薬剤師会 篝 忠宏 

大阪府薬剤師会 乾 英夫、伊藤憲一郎、堀越博一 京都府薬剤師会 河上英治、小林知佐 

兵庫県薬剤師会 笠井秀一、三宅圭一、住谷庸子 滋賀県薬剤師会 大迫芳孝、隠岐英之、渡邉真樹 

奈良県薬剤師会 堀本佳世子、楠本真也 和歌山県薬剤師会 稲葉真也、竹谷美賀子 

京都薬科大学 橋詰 勉、津島美幸 京都大学薬学部 山下富義、津田真弘 

同志社女子大学薬学部 芝田信人、関本裕美、成橋和正 大阪大学薬学部 上田幹子、廣部祥子 

大阪医科薬科大学 角山香織、井上 薫 近畿大学薬学部 大鳥 徹、小竹 武 

摂南大学薬学部 菊田真穂、辻 琢己 大阪大谷大学薬学部 名徳倫明、小畑友紀雄 

武庫川女子大学薬学部 内田享弘、田内義彦 神戸薬科大学 山本克己、濵口常男、猪野 彩 

神戸学院大学薬学部 徳山尚吾、森本泰子 兵庫医療大学薬学部 清宮健一、桂木聡子 

姫路獨協大学薬学部 白木 孝、柳澤吉則 立命館大学薬学部 藤田卓也、角本幹夫 

和歌山県立医科大学 須野 学、安原智久 

徳島文理大学薬学部 四宮一昭 徳島文理大学香川校薬学部 二宮昌樹 

就実大学薬学部 島田憲一 福山大学薬学部 片山博和 

監事 谷口昌彦（奈良県病院薬剤師会） 

実務実習指導者養成小委員会 安原智久 

薬学教育協議会 平田收正    （順不同、敬称略） 

 

議事に先立ち、濱口委員長から 2021 年度薬学部入学者数（報 1）について報告があった。 

近畿大学薬学部・岩城正宏学部長から、入学者数が定員の 1.1 倍を超えたことについて事情説明と

お詫びが述べられた。 

 

協議事項 

１．2021 年度実務実習について 

濱口委員長から、第Ⅰ期実務実習が順調に実施中である旨が報告された。一方、コロナ禍の状況は緊

急事態宣言の発令が見込まれるなど厳しくなっており、今後の感染状況は見通せないとの懸念が述べ

られた。現況においては、一時的な遠隔学習導入についての通知文書（注： 緊急事態宣言の延長に

伴う近畿地区における2020年度実務実習および2021年度実務実習への対応について、令和3年2月15

日）は現在も適用されるとともに、実習日程は変更しない方針が提案され、これを承認した。今後、

大きな状況変化があれば運営委員会で検討することになった。 

 

２．2022 年度実務実習施設調整等について 

濱口委員長から、資料（協 1）に基づき、2022 年度実務実習施設調整について説明があり、これを

承認した。なお、説明の過程で、以下の確認および要請が行われた。 

・実習施設調整は、2021 年度の方法に準じて行うこと。 

・［1、(2)、1］薬局施設の受入人数確認は、各府県薬剤師会に 6 月上旬から中旬をめどに依頼した

いこと。運営委員会委員以外の奈良県・楠本先生、和歌山県・竹谷先生から了解の旨が述べられ

た。次に、病院施設の受入人数確認は、調整機構事務局から各施設に郵送で行うとともに、回答期

限を 5 月下旬としたいとの提案があり、異議なく了承された。 
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・［1、(2)、1-第 2 項③］責任大学は、担当地区データの回答期限である 7 月中旬を厳守すること。 

・［1、(2)、1-第 3 項］グループデータを作成する際に、データのない薬局については、担当大学が

個別に調査し、追加更新すること。 

・［1、(2)、2］薬剤師会の協力体制について、大阪地区とそれ以外の地区について作業が異なるこ

と。なお、大阪府担当の角山副委員長から、各グループにおいて支部がまたがるケースが生じる

ことが述べられた。 

・［3、(1)］病院施設の調整において、各府県病院薬剤師会からのコメントは 14 大学に周知される

こと。また、担当者会議は 8 月下旬から 9 月上旬を予定していること。 

・［3、(2)］薬局施設の調整において、エントリーデータを薬剤師会に提出後の調整期間は約１ヶ月

の見込みで、12 月初旬に回答をお願いしたいこと。 

・［3、(3)］オブザーバー校の病院施設調整は、担当者会議の場で行うこと。また、近畿地区大学の

施設が決定した後の他地区大学からの調整依頼について、申込があり次第、空き施設に割り当て

作業を行うこと。 

・［3、(3)］大学が第Ⅰ期薬局施設との契約作業を開始（12 月下旬以降）する際には、連絡可の解禁

日を通知すること。 

・［3、(3)］2022 年 3 月に再調整を行うこと。ただし、第Ⅰ期の再調整は事案が発生した段階で行う

こと。 

 

３．実務実習指導者養成について 

１）2021 年度認定実務実習指導薬剤師養成のためのワークショップの開催計画について（協 2） 

認定実務実習指導薬剤師養成のためのワークショップについて、濱口委員長から、2020 年度は予

定の開催が出来ず、3 月にオンラインで 2 回開催するにとどまったが、開催に尽力された関係者

に謝意が述べられた。また、2021 年度ワークショップについては、対面での集会を計画してお

り、開催 2 ヶ月前に案内すること、1 ヶ月前には開催可否を判断したい旨が述べられた。次に、

実務実習指導者養成小委員会・安原委員長から、2020 年度の 2 回の開催（大阪薬科大学、摂南大

学）報告があった。また、2021 年度は少なくとも 4 回は開催したいとの発言があった。現在、京

都薬科大学での開催は不透明であること、兵庫医療大学での開催は 2 月 12・13日が予定されて

いることが確認された。 

２）ワークショップ参加費について 

濱口委員長から、2021 年度の参加費はオンライン開催であることから減額したが、タスクフォー

スは宿泊する必要があり赤字となったことから、2021 年度参加費は従来通り 2 万円とすることが

提案され、これを承認した。 

３）今後のワークショップ開催計画と認定実務実習指導薬剤師更新について 

平田委員（薬学教育協議会）から、ワークショップ開催の考え方について説明があった。また、

更新しない薬剤師が見込まれることから、養成がどの程度必要か検討したい旨が述べられた。 

平田委員（薬学教育協議会）から、更新の際は要件をしっかり確認していただきたいこと、次年

度から窓口が薬剤師研修センターから薬学教育協議会に移管されることが述べられた。 

 

４．近畿地区調整機構委員長（支部長）候補者の選出について 

濱口委員長から、委員長選出方法について、 一般社団法人薬学教育協議会支部運営規則（協3-

1）および 薬学教育協議会病院・薬局実務実習近畿地区調整機構規則（協3-2）に基づき説明があ

った。 

次に、2021年度は委員長改選の時期であり、先の大学小委員会（2021年3月23日）において、委

員長候補者の選挙を行い、濱口現委員長の再選が報告され、本委員会においても承認された。今

後、委員長（支部長）候補者として薬学教育協議会に報告する。 

濱口委員長から、運営委員の留任をお願いすることが述べられ、コロナ禍での実務実習実施を進

めたいとの所信表明があった。 
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５．病院・薬局実務実習近畿地区調整機構規則の一部の改正について 

濱口委員長から、薬学教育協議会病院・薬局実務実習近畿地区調整機構規則について、大阪薬科

大学の名称を大阪医科薬科大学薬学部とすること、和歌山県立医科大学薬学部を追記すること、計

15 大学とすることの改正の提案があり（協 4）、これを承認した。施行日は 2021 年 4 月 21 日とす

る。 

 

６．2020 年度事業報告および収支報告 

濱口委員長から、2020 年度（令和 2 年度）の事業報告が資料（協 5-1）に基づき説明された。

「ZOOM 会議」を「WEB（オンライン）会議」（1-1））、「各府県薬剤師会からの確認」を「各府県薬剤

師会および各府県病院薬剤師会からの確認」（2 の第 1 項）に修正し、これを承認した。なお、不明

点があれば濱口委員長に連絡することになった。 

続いて、濱口委員長から、2020 年度（令和 2 年度）の収支について資料（協 5-2）に基づき報告

された。ワークショップの開催が減り収入金額が予算より少ないこと、委員会等の会議およびワー

クショップが開催できなかったことから支出金額も少ないとの説明があった。内容が確認され、こ

れを承認した。 

 

７．その他 

特になし 

 

報告事項 

1. テキスト小委員会 

実習テキスト小委員会・内田委員長から、2021 年度実習テキスト小委員会委員候補者を選出し

た旨の報告があった（報2-1）。なお、和歌山県立医科大学薬学部からも今後参画していただく方

針である。次に、「薬学生のための病院・薬局実務実習テキスト2022年版」制作について資料（報

2-2）に基づき説明があり、テキストの執筆依頼を早め6月4日以降に行いたいと述べられた。 

 

2. 近畿地区内における2021年度各大学入学者数 

会議冒頭で、濱口委員長から報告された（報1）。 

 

3. その他 

・山下委員から、予算を協議する際には前年度決算（収支状況）も一括して提示していただきたい

との要請があった。 

・第 109 回薬学教育協議会 病院・薬局実務実習近畿地区調整機構委員会議事録（案）について意

見がある場合は濱口委員長に連絡することになった。 

以上 

記録担当：橋詰 勉 

資料 

協1 2022年度実務実習施設調整等について（案） 

協2 2021年度認定実務実習指導薬剤師養成のためのワークショップin 近畿の開催計画（案） 

協3-1 一般社団法人薬学教育協議会支部運営規則 

協3-2 薬学教育協議会病院・薬局実務実習近畿地区調整機構規則 

協4 薬学教育協議会病院・薬局実務実習近畿地区調整機構規則の改正（案） 

協5-1 2020年度近畿地区調整機構事業報告（案） 

協5-2 2020年度近畿地区調整機構収支報告（案） 

報1 2021年度各大学入学者数 

報2-1 2021年度実習テキスト小委員会委員候補者 

報2-2 2022年版テキスト作成手順案 

第 109 回病院・薬局実務実習近畿地区調整機構委員会議事録（案） 


